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「
伊
勢
に
七
度
、
熊
野
に
三
度
、
お
多
賀
さ
ん
へ
は
月
参
り
」
と
衆
人
に
嚇

さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
熊
野
信
仰
は
伊
勢
信
仰
や
吉
野
信
仰
と
同
様
に
全
国
に

広
が
り
、
時
代
を
通
し
て
人
々
の
暮
ら
し
と
深
く
関
わ
っ
て
き
た
。
熊
野
信
仰

と
は
、
紀
伊
半
島
の
最
南
端
に
位
置
す
る
熊
野
三
山
に
対
す
る
信
仰
の
こ
と
で

あ
る
。
和
歌
山
県
新
宮
市
の
熊
野
速
玉
大
社
　
（
以
下
、
速
玉
大
社
）
、
本
官
町

の
熊
野
本
宮
入
社
　
（
以
下
、
本
宮
大
社
）
、
那
智
勝
浦
町
の
熊
野
那
智
大
社

（
以
下
、
那
智
大
社
）
　
を
熊
野
三
山
と
称
し
、
京
都
か
ら
九
十
九
王
子
と
呼
ば

れ
る
摂
社
・
末
社
を
遥
拝
し
な
が
ら
、
熊
野
三
山
を
巡
拝
す
る
こ
と
を
「
熊
野

詣
」
と
い
う
。
特
に
白
河
上
皇
か
ら
後
鳥
羽
上
皇
に
至
る
院
政
期
の
約
百
年
間

に
催
さ
れ
た
約
百
度
の
熊
野
詣
を
　
「
熊
野
御
幸
」
と
称
し
有
名
で
あ
る
。
熊
野

三
山
の
各
大
社
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
祭
神
が
祀
ら
れ
、
平
安
時
代
に
な
る
と
神

仏
習
合
思
想
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
ご
祭
神
に
対
応
す
る
本
地
仏
が
決
め
ら
れ

た
。
本
官
大
社
は
ご
祭
神
が
家
津
御
子
大
神
、
本
地
仏
が
阿
弥
陀
如
来
で
あ
る
。

速
玉
大
社
は
ご
祭
神
が
熊
野
速
玉
大
神
、
本
地
仏
が
薬
師
如
来
で
あ
る
。
那
智

大
社
は
ご
祭
神
が
熊
野
夫
須
美
神
、
本
地
仏
が
千
手
観
音
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

ご
祭
神
や
本
地
仏
は
神
像
彫
刻
、
熊
野
里
奈
羅
、
御
正
体
な
ど
に
表
現
さ
れ
、
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神
道
美
術
に
色
を
添
え
て
い
る
。
拙
論
の
趣
旨
は
、
熊
野
夫
須
美
神
の
本
地
仏

に
本
面
の
両
脇
に
脇
面
を
付
け
た
、
三
面
千
手
と
い
わ
れ
る
異
形
の
形
式
が
あ

る
こ
と
を
紹
介
し
、
そ
の
成
立
の
経
緯
に
若
干
の
私
見
を
述
べ
る
こ
と
に
あ
る
。

那
智
大
社
の
本
地
仏
で
あ
る
千
手
観
音
は
、
頭
上
に
十
一
の
頭
上
面
を
戴
く

通
規
の
千
手
観
音
の
姿
が
定
形
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
京
都
聖
護
院
の
熊
野
蔓

茶
羅
図
に
描
か
れ
て
い
る
熊
野
夫
須
美
神
の
本
地
仏
は
、
通
例
の
千
手
観
音
の

姿
に
、
本
面
の
両
脇
に
大
き
な
脇
面
を
追
加
し
た
三
面
千
手
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
た
い
　
（
図
1
・
2
）
。
こ
こ
で
は
便
宜
上
、
前
者
の
頭
上
に
十
一
の
頭
上

面
を
戴
い
た
だ
け
の
通
例
の
千
手
観
音
を
　
「
十
一
面
千
手
」
　
そ
し
て
、
こ
の

「
十
一
面
千
手
」
　
に
脇
面
を
付
け
た
後
者
を
　
「
三
面
千
手
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す

る
。
こ
の
　
「
三
面
千
手
」
を
よ
く
観
察
す
る
と
、
向
か
っ
て
右
の
脇
面
は
　
「
菩

薩
面
」
、
向
か
っ
て
左
の
脇
面
は
目
尻
を
上
げ
、
口
を
へ
の
字
に
曲
げ
て
い
る

の
で
　
「
盆
怒
面
」
　
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
筆
者
の
管
見
す
る
範
囲
で
は
、
こ



の
「
三
面
千
手
」
の
形
式
は
聖
護
院
の
他
に
熊
野
那
智
大
社
の
熊
野
畳
茶
羅
図

が
あ
る
の
み
で
、
両
者
と
も
に
十
四
世
紀
頃
の
作
品
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ

れ
は
あ
る
時
期
に
の
み
出
現
し
た
特
殊
な
形
式
で
あ
る
と
い
え
る
。

大
き
な
脇
面
を
付
け
る
千
手
観
音
の
ル
ー
ツ
を
辿
る
と
、
中
国
に
は
色
々
な

形
式
の
脇
面
を
付
け
る
千
手
観
音
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
作
例
を
日
本
に
限

れ
ば
、
そ
れ
は
胎
蔵
界
畳
茶
羅
虚
空
蔵
院
に
描
く
千
手
観
音
に
あ
る
と
思
わ
れ

る
　
（
図
3
）
。
こ
の
特
色
は
、
頭
上
に
二
十
四
面
を
戴
き
、
本
面
と
両
脇
面
を

合
わ
せ
て
二
十
七
面
を
有
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
両
脇
の
二
面
は
、
『
千
手

観
音
造
次
第
法
儀
軌
』
に
説
く
「
右
蓮
華
面
、
左
金
剛
面
」
に
あ
た
る
。
胎
蔵

界
蔓
奈
羅
以
外
で
、
こ
の
形
式
の
範
噂
に
入
る
千
手
観
音
の
作
例
は
、
決
し
て

多
く
は
な
い
も
の
の
、
京
都
法
性
寺
・
滋
賀
善
勝
寺
二
足
都
正
法
寺
・
福
井
妙

楽
寺
に
平
安
か
ら
鎌
倉
時
代
の
彫
刻
が
残
っ
て
お
り
、
少
な
く
も
な
い
と
言
え

よ
う
。
我
が
国
の
脇
面
を
付
け
る
千
手
観
音
の
代
表
例
は
、
聖
護
院
形
式
と
胎

蔵
界
畳
奈
羅
形
式
の
二
つ
の
形
式
に
の
み
み
ら
れ
る
、
限
ら
れ
た
形
式
と
い
え

よ
う
。
そ
う
す
る
と
、
聖
護
院
の
「
三
面
千
手
」
形
式
は
熊
野
信
仰
に
限
ら
れ

る
特
殊
な
形
式
と
位
置
付
け
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
「
三
面
千
手
」

が
熊
野
皇
奈
羅
に
の
み
み
ら
れ
る
特
殊
な
形
式
で
あ
る
以
上
、
こ
こ
で
も
う
一

歩
踏
み
込
ん
で
、
「
三
面
千
手
」
は
那
智
山
の
ご
祭
神
（
本
地
仏
）
と
み
な
す

こ
と
も
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
和
歌
山
県
補
陀
洛
山
寺
の
本
尊
で
あ
る
千
手
観
音
像
を
紹
介
し
た

い
　
（
図
4
・
5
）
。
こ
れ
は
、
頭
上
に
十
一
の
頭
上
面
を
戴
き
、
本
面
の
両
脇

に
大
き
な
脇
面
を
付
け
た
「
三
面
千
手
」
の
一
例
で
あ
る
。
造
立
年
代
は
、
技

法
的
に
は
平
安
中
期
の
古
様
を
残
し
な
が
ら
、
様
式
上
か
ら
鎌
倉
説
も
で
て
い

る
、
や
や
意
見
の
分
か
れ
て
い
る
作
品
で
あ
る
。
補
陀
洛
山
寺
は
、
那
智
大
社

か
ら
十
数
キ
ロ
離
れ
た
那
智
の
浜
の
熊
野
古
道
沿
い
に
立
地
し
、
隣
接
し
て
九

十
九
王
子
の
一
社
「
浜
の
宮
王
子
」
が
あ
る
。
補
陀
洛
山
寺
と
い
え
ば
、
目
の

前
に
広
が
る
熊
野
灘
に
向
か
い
、
補
陀
洛
渡
海
と
い
う
宗
教
行
事
が
行
わ
れ
た

渡
海
信
仰
の
中
心
寺
院
で
あ
る
。
渡
海
信
仰
と
は
南
方
に
あ
る
観
音
浄
土
、
補

陀
洛
浄
土
に
船
に
乗
り
、
海
を
渡
っ
て
行
こ
う
と
い
う
宗
教
儀
式
で
あ
る
。
補

陀
洛
山
寺
本
尊
の
「
三
面
千
手
」
の
形
式
は
、
脇
面
が
両
面
と
も
「
盆
怒
面
」

で
あ
る
こ
と
と
脇
手
が
通
例
の
四
十
二
腎
よ
り
二
腎
多
い
四
十
四
腎
と
少
し
異

形
と
な
る
が
、
那
智
の
浜
に
あ
る
と
い
う
地
域
性
、
も
し
く
は
『
那
智
参
詣
隻

茶
羅
図
』
　
（
図
6
・
7
）
　
に
那
智
大
社
と
と
も
に
同
一
の
画
面
に
措
き
込
ま
れ

一
種
の
宗
教
共
同
体
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
、
熊
野
三
所
権
現
を
祀
る
浜
の
宮

王
子
（
後
述
）
　
の
神
宮
寺
と
し
て
の
役
割
等
を
考
慮
す
れ
ば
、
や
は
り
那
智
山

の
本
地
仏
と
み
な
す
こ
と
は
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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2次
に
、
「
三
面
千
手
」
　
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
こ
れ
は
、
熊
野

に
お
け
る
観
音
信
仰
の
伝
来
と
定
着
の
経
緯
を
考
え
る
の
が
、
こ
の
間
題
を
解

く
糸
口
と
思
わ
れ
る
。
先
ず
、
那
智
山
が
紀
伊
半
島
の
南
端
に
あ
る
こ
と
よ
り
、

こ
の
地
が
南
方
に
あ
る
と
い
う
観
音
の
浄
土
に
み
た
て
ら
れ
た
の
は
、
自
然
の

成
り
行
き
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
那
智
山
に
い
つ
頃
観
音
信
仰
が
伝
来
し
た
か
と
い
う
と
、
『
日

本
霊
異
記
』
下
巻
第
一
に
奈
良
時
代
、
称
徳
天
皇
の
頃
に
熊
野
の
永
興
禅
師
の

も
と
に
き
た
法
華
経
持
経
者
の
話
が
あ
る
。
法
華
経
は
、
そ
の
　
「
普
門
品
」
第

二
十
五
に
観
音
の
三
十
三
変
身
と
利
生
を
説
く
有
名
な
経
典
で
あ
る
。
平
安
時



代
に
は
、
『
元
亨
釈
書
』
巻
四
に
よ
る
と
安
和
二
年
　
（
九
六
九
）
　
釈
仲
算
が
那

智
の
滝
下
で
般
若
心
経
を
読
詞
す
る
と
忽
然
と
千
手
千
眼
の
像
が
現
れ
た
と
い

う
。
更
に
、
『
大
鏡
』
　
中
巻
伊
ヂ
伝
、
『
栄
花
物
語
』
第
四
に
、
止
暦
三
年
（
九

九
二
）
　
観
音
の
信
奉
者
花
山
法
皇
が
熊
野
に
御
幸
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
長
久

年
間
（
一
〇
四
〇
～
一
〇
四
四
）
に
成
立
し
た
と
い
わ
れ
る
『
本
朝
法
華
験
記
』

上
巻
第
九
・
中
巻
第
八
七
・
下
巻
第
九
二
に
は
、
熊
野
那
智
山
の
住
僧
応
照
の

火
走
、
法
華
経
持
経
者
明
蓮
法
師
の
熊
野
参
詣
、
天
台
宗
法
華
経
持
経
者
沙
門

長
円
法
師
の
熊
野
参
詣
と
、
こ
の
頃
に
は
法
華
経
の
普
及
と
観
音
信
仰
の
宣
伝

布
教
に
寄
与
し
た
と
い
わ
れ
る
　
「
聖
」
　
の
活
発
な
活
躍
を
記
し
て
い
る
。
そ
し

て
平
安
時
代
神
仏
習
合
思
想
の
形
成
と
と
も
に
諸
神
の
本
地
仏
が
決
め
ら
れ
て

い
く
の
で
あ
る
が
、
こ
の
那
智
山
に
お
い
て
は
観
音
信
仰
の
定
着
と
と
も
に
熊

野
夫
須
美
神
の
本
地
仏
が
千
手
観
音
と
決
め
ら
れ
た
確
実
な
史
料
が
、
『
熊
野

那
智
大
社
文
書
』
応
徳
三
年
　
（
一
〇
八
六
）
　
十
一
月
の
条
、
「
内
侍
藤
原
氏
寄

進
状
案
」
　
で
、
そ
れ
に
は
「
伝
承
熊
野
権
現
・
弥
陀
観
音
垂
跡
」
と
あ
る
。
以

上
の
こ
と
か
ら
、
本
地
仏
は
、
遅
く
と
も
十
一
世
紀
後
半
頃
に
は
成
立
し
て
い

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
観
音
信
仰
の
変
形
で
あ
る
渡
海
信
仰
に
も
ふ
れ

る
と
、
資
料
的
に
信
頼
で
き
る
補
陀
洛
渡
海
の
初
例
が
、
『
台
記
』
康
治
元
年

（
一
一
四
二
）
　
八
月
十
八
日
条
の
僧
覚
宗
が
那
智
山
に
参
篭
し
た
折
に
見
聞
し

た
補
陀
洛
渡
海
の
逸
話
で
あ
る
。
『
熊
野
年
代
記
』
　
に
は
、
渡
海
入
定
を
果
た

し
て
渡
海
上
人
と
な
っ
た
補
陀
洛
山
寺
の
歴
代
住
職
を
記
録
し
て
い
る
。
そ
れ

に
は
、
康
治
元
年
以
前
と
し
て
、
貞
観
十
年
　
（
八
六
八
）
、
延
喜
十
九
年
　
（
九

一
九
）
、
天
承
元
年
（
一
一
三
一
）
を
記
録
す
る
が
、
実
証
性
に
乏
し
い
。
た

だ
　
『
忠
右
記
』
　
天
仁
二
年
（
一
一
〇
九
）
　
十
月
二
七
日
条
に
、
藤
原
宗
忠
は
自

ら
の
熊
野
参
詣
の
中
で
、
渡
海
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
那
智

の
浜
を
「
補
陀
洛
浜
」
と
称
し
、
浜
の
宮
王
子
に
参
詣
し
た
こ
と
は
参
考
に
な

ろ
う
。
ま
た
補
陀
洛
山
寺
と
浜
の
宮
王
子
に
は
、
五
点
の
平
安
彫
刻
が
伝
来
し

て
い
る
。
補
陀
洛
山
寺
本
尊
は
道
立
年
代
の
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
の
で
、
後

に
ま
わ
し
た
い
。
補
陀
洛
山
寺
に
は
、
二
躯
の
天
部
立
像
が
伝
来
し
て
い
る
。

像
高
二
6
c
m
の
一
木
造
、
重
厚
な
表
現
か
ら
本
尊
よ
り
も
古
株
が
伺
え
る
十

一
世
紀
頃
の
作
品
で
あ
る
。
一
方
、
浜
の
宮
王
子
（
現
神
社
名
は
大
神
社
）
に

は
、
三
躯
の
ご
神
像
が
伝
来
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
三
神
は
、
大
山
祇
命
（
速
玉

大
神
）
・
彦
火
々
出
目
命
（
家
津
御
子
大
神
）
・
天
照
大
神
（
夫
須
美
大
神
）

と
伝
え
る
が
、
各
像
の
形
態
・
法
量
・
作
風
よ
り
、
当
初
は
熊
野
三
所
権
現
で

あ
っ
た
こ
と
は
火
を
見
る
よ
り
も
明
ら
か
で
あ
る
。
少
し
小
ぶ
り
で
膝
の
出
も

少
な
い
が
、
一
木
造
特
有
の
量
感
表
現
と
飾
ら
な
い
形
に
古
株
が
あ
り
、
先
ほ

ど
の
天
部
像
同
様
十
一
世
紀
頃
の
制
作
と
思
わ
れ
る
。
前
述
の
渡
海
信
仰
の
資

料
と
合
わ
せ
考
え
る
と
、
十
一
世
紀
後
半
頃
に
は
補
陀
洛
山
寺
は
存
在
し
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。

大
正
七
年
、
那
智
滝
に
至
る
参
道
か
ら
移
し
い
量
の
経
塚
遺
品
が
出
土
し
た
。

こ
れ
が
有
名
な
那
智
経
塚
遺
品
で
あ
る
。
現
在
こ
れ
ら
は
東
京
国
立
博
物
館
・

熊
野
那
智
大
社
・
青
岸
渡
寺
に
分
蔵
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
に
は

『
那
智
山
金
経
門
縁
起
』
と
い
う
標
題
の
、
江
戸
の
写
本
で
あ
る
も
の
の
、
信

頼
性
の
高
い
埋
納
し
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
那
智
経
塚
は

天
台
宗
の
行
誉
と
い
う
僧
侶
が
大
治
五
年
二
一
三
〇
）
に
埋
納
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
現
在
、
東
京
国
立
博
物
館
が
所
有
す
る
那
智
経
塚
出
土

の
御
正
体
に
、
大
き
な
長
方
形
の
鏡
面
に
那
智
山
の
本
地
仏
・
千
手
観
音
を
毛

彫
り
で
表
現
し
た
も
の
が
一
面
あ
る
（
そ
の
一
断
片
を
、
那
智
大
社
が
所
蔵
）
。

そ
れ
は
普
通
の
「
十
一
面
千
手
」
の
姿
で
あ
り
、
『
金
経
門
縁
起
』
に
、
「
二
尺

－16－



千
手
観
音
像
一
鉢
　
西
御
前
御
鉢
」
　
と
記
す
作
品
で
あ
る
　
（
図
8
）
。
そ
の
大

ら
か
な
毛
彫
り
の
線
は
ま
さ
に
埋
納
さ
れ
た
と
い
う
大
治
五
年
に
符
号
す

る
も
の
で
あ
り
、
二
尺
と
い
う
法
量
に
も
該
当
す
る
。
聖
護
院
の
熊
野
里
奈
経

国
は
、
そ
の
向
か
っ
て
右
下
に
智
証
大
師
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
天
台
宗
の

教
義
に
基
づ
い
て
描
か
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
同
じ
天
台
宗
の
僧
侶
が
埋
納
し

た
那
智
経
塚
出
土
品
が
普
通
の
　
「
十
一
面
千
手
」
　
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

「
三
面
千
手
」
　
の
教
義
は
一
二
二
〇
年
以
降
に
成
立
し
た
と
み
る
の
が
妥
当
で

あ
ろ
う
。

熊
野
夫
須
美
神
の
本
地
仏
を
現
す
藤
原
時
代
の
作
品
は
、
御
正
体
に
少
し
遺

品
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
熊
野
星
茶
羅
図
に
は
な
い
。
そ
し
て
、
御
正
体
に
み

ら
れ
る
本
地
仏
も
す
べ
て
　
「
十
一
面
千
手
」
　
の
姿
で
あ
る
。
さ
ら
に
熊
野
畳
茶

羅
図
に
は
鎌
倉
時
代
を
遡
る
も
の
は
な
く
、
そ
れ
も
鎌
倉
前
半
期
の
遺
品
は
ま

だ
見
つ
か
っ
て
な
い
よ
う
で
あ
る
。
文
献
の
上
か
ら
は
、
『
御
鳥
羽
院
辰
記
』

健
保
二
年
　
（
一
二
一
四
）
　
四
月
八
日
条
に
み
え
る
　
「
今
日
熊
野
三
御
山
御
宝
殿

井
御
正
体
等
令
図
絵
之
」
　
が
初
見
で
あ
る
た
め
、
そ
の
成
立
は
鎌
倉
時
代
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
確
か
に
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
時
代
の
降
下
と
と
も
に
、
熊
野

夫
須
美
神
の
本
地
仏
を
表
現
し
た
熊
野
畳
茶
羅
図
と
御
正
体
の
数
は
増
え
て
く

る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
も
す
べ
て
、
聖
護
院
と
那
智
大
社
の
熊
野
畳
茶
羅
図
を

除
き
、
す
べ
て
　
「
十
一
面
千
手
」
　
の
姿
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
中
で
、
制
作
年
代

の
確
実
な
最
古
の
作
品
が
、
背
面
に
　
「
西
御
前
御
正
体
」
　
「
弘
安
五
年
　
（
一
二

八
二
）
十
一
月
五
日
　
大
法
師
憲
海
」
と
あ
る
京
都
若
王
子
神
社
の
御
正
体
で
、

勿
論
こ
れ
も
「
十
一
面
千
手
」
　
の
姿
で
あ
る
。
こ
こ
で
　
「
三
面
千
手
」
　
は
一
一

三
〇
年
以
降
に
成
立
し
、
し
か
も
あ
る
限
定
さ
れ
た
範
囲
と
時
期
に
適
用
さ
れ

た
図
像
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
こ
で
、
問
題
を
先
送
り
し
て
き
た
補
陀
洛
山
寺
本
尊
の
造
立
年
代
に
つ
い

て
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。
こ
の
仏
像
は
本
体
・
脇
手
・
台
座
を
各
一
木
で
造

り
、
し
か
も
板
光
背
の
形
式
、
素
地
仕
上
げ
の
い
わ
ゆ
る
代
用
檀
像
と
い
う
古

式
の
技
法
と
形
式
を
も
ち
、
し
か
も
頬
や
眼
球
を
少
し
ふ
く
ら
ま
せ
て
口
を
や

や
突
き
出
し
、
口
唇
を
抑
揚
に
と
む
鏑
の
あ
る
稜
線
で
縁
取
る
個
性
的
な
顔
立

ち
に
は
、
ど
こ
か
室
生
寺
の
十
一
面
観
音
像
を
彷
彿
と
さ
せ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

少
な
く
と
も
補
陀
洛
山
寺
が
十
一
世
紀
後
半
に
は
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
か

ら
、
こ
の
像
を
平
安
中
期
の
作
品
と
す
る
こ
と
に
何
ら
不
思
議
は
な
い
。
と
こ

ろ
が
、
前
の
職
場
（
和
歌
山
県
立
博
物
館
）
で
こ
の
作
品
を
数
年
間
拝
借
し
て
、

い
つ
も
拝
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
こ
の
像
に
は
平
安
中
期
の
仏
像
に
み
ら
れ
る
重

厚
な
雰
囲
気
が
乏
し
く
、
む
し
ろ
あ
か
抜
け
し
た
明
る
さ
を
感
じ
て
、
そ
の
制

作
年
代
に
い
つ
も
納
得
し
難
い
気
持
ち
が
心
の
ど
こ
か
に
残
っ
て
い
た
。
こ
こ

で
前
述
し
て
き
た
こ
と
を
も
う
一
度
振
り
返
る
と
、
「
三
面
千
手
」
　
の
図
像
が

一
一
三
〇
年
以
降
の
造
像
に
な
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
本
像
の
制
作
が
平
安
中

期
に
な
る
可
能
性
は
殆
ど
な
く
な
り
、
む
し
ろ
鎌
倉
時
代
の
造
立
に
な
る
擬
古

的
作
品
と
位
置
付
け
る
こ
と
に
整
合
性
が
あ
り
、
先
ほ
ど
の
心
の
わ
だ
か
ま
り

も
払
拭
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
像
が
普
通
よ
り
二
腎
多
い
四
十
四
腎
の
形
式

は
、
同
じ
く
熊
野
古
道
沿
い
に
あ
る
平
安
前
期
の
名
品
和
歌
山
道
成
寺
本
尊

（
「
十
一
面
千
手
」
）
　
も
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
南
紀
地
方
特
有
の
地
域
的

特
色
と
い
え
る
。
余
談
に
な
る
が
、
南
北
朝
時
代
の
道
成
寺
北
面
千
手
観
音
像

（
「
十
一
面
千
手
」
）
　
も
四
十
四
腎
像
で
あ
る
。
何
故
擬
古
的
に
造
っ
た
か
は
不

明
で
あ
る
が
、
補
陀
洛
山
寺
が
少
な
く
と
も
十
一
世
紀
に
は
存
在
し
て
い
た
の

で
あ
る
か
ら
、
本
像
に
先
行
す
る
仏
像
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
影
響
が

当
然
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
本
像
の
持
つ
神
像
と
し
て
の
性
格
も
大
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き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

3以
上
の
考
察
を
基
に
、
「
三
面
千
手
」
に
つ
い
て
の
私
見
を
述
べ
て
、
結
語

と
し
た
い
。

I
「
三
面
千
手
」
の
意
味
と
そ
の
存
在
時
期

「
三
面
千
手
」
は
熊
野
夫
須
美
神
の
本
地
仏
を
現
し
、
そ
れ
は
一
二
二
〇

年
以
降
の
あ
る
時
期
（
補
陀
洛
山
寺
本
尊
を
上
限
と
す
れ
ば
十
三
世
紀
頃
）

に
出
現
し
、
一
四
世
紀
頃
ま
で
続
い
た
熊
野
夫
須
美
神
本
地
仏
の
支
流
の
形

式
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
、
「
十
一
面
千
手
」
の
形
式
が
そ
の
本
流
で
あ
り
、

支
流
の
存
在
し
た
時
も
、
絶
え
る
こ
と
な
く
併
存
し
て
い
た
（
例
、
弘
安
五

年
の
若
王
子
神
社
御
正
体
）
。
「
三
面
千
手
」
は
忽
然
と
現
れ
、
忽
然
と
消
滅

し
た
、
一
時
期
に
の
み
見
ら
れ
る
特
殊
な
形
式
と
考
え
て
い
る
。

Ⅱ
「
三
面
千
手
」
の
図
像
の
典
拠

①
古
典
的
な
「
十
一
面
千
手
」
の
形
式
に
、
平
安
前
期
に
空
海
が
請
来
し

た
「
二
十
七
面
千
手
」
の
密
教
形
式
を
我
が
国
で
融
合
さ
せ
て
、
新
形
式

を
創
出
し
た
。

②
十
二
世
紀
末
以
降
の
あ
る
時
期
に
、
「
三
面
千
手
」
の
新
し
い
図
像
が

請
来
さ
れ
た
。

私
見
で
は
、
②
説
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
長
い
時
間

を
か
け
て
我
が
国
で
創
出
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
は
消
え
な
い
で
、

む
し
ろ
広
が
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
急
に
入
っ
て
き
た
た
め
、
忽
然
と
消
え

て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
右
手
に
錫
杖
を
執
る
「
長
谷

式
十
一
面
観
音
」
　
は
我
が
国
で
創
出
さ
れ
大
和
を
中
心
に
広
く
流
布
し
た
が
、

兵
庫
浄
土
寺
の
阿
弥
陀
三
尊
像
の
よ
う
に
、
こ
れ
は
重
源
の
指
示
に
よ
り
宗
風

の
新
様
式
の
仏
画
を
手
本
に
し
て
仏
師
快
慶
が
造
像
し
た
、
我
が
国
で
は
新
し

い
形
式
の
阿
弥
陀
三
尊
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
全
く
普
及
し
な
か
っ
た
。
「
三

面
千
手
」
　
に
関
連
し
て
、
新
し
く
請
来
さ
れ
た
図
像
の
一
例
と
し
て
岐
阜
永
保

寺
千
手
観
音
図
が
あ
る
。
こ
れ
は
南
宋
時
代
の
制
作
と
さ
れ
、
本
面
の
両
脇
に

阿
畔
の
盆
怒
面
（
向
か
っ
て
右
に
阿
形
、
左
に
畔
形
）
を
つ
け
る
「
三
面
千
手
」

の
一
例
で
あ
る
。
他
に
、
我
が
国
に
遺
品
は
な
い
も
の
の
、
敦
燈
莫
高
窟
七
六

壁
画
に
本
面
の
両
脇
に
盆
怒
の
脇
面
を
付
け
る
、
本
面
と
脇
面
と
頭
上
面
を
合

わ
せ
て
十
一
面
と
す
る
八
腎
の
千
手
観
音
図
　
（
「
三
面
千
手
」
　
の
異
形
形
式
）

が
描
か
れ
て
い
る
。
時
代
は
宋
時
代
と
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
「
二
十
七
面
千
手
」
　
に
何
故
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

れ
は
日
本
文
化
の
特
質
の
問
題
に
な
る
の
だ
が
、
我
が
国
に
は
最
初
に
受
け
入

れ
た
も
の
を
尊
重
す
る
と
い
う
伝
統
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
も
し
、
そ
れ

が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、
奈
良
時
代
に
は
既
に
「
十
一
面
千
手
」
と
い
う
形

式
が
定
着
し
て
お
り
、
平
安
時
代
に
な
っ
て
新
に
　
「
二
十
七
面
千
手
」
　
の
新
形

式
が
入
っ
て
き
て
も
、
恐
ら
く
最
初
に
受
け
入
れ
た
　
「
十
一
面
千
手
」
　
の
形
式

が
千
手
観
音
の
典
型
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
こ
れ
を
大
き
く
変
更
す
る
形
式
は
忌

避
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
意
味
で
は
、
「
三
両
千
手
」
　
の
形
式
は
、

「
十
一
面
千
手
」
　
の
形
式
を
余
り
変
更
す
る
こ
と
な
く
、
よ
り
「
多
面
」
　
に
で

き
る
た
め
に
、
比
較
的
受
け
入
れ
や
す
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

Ⅲ
　
三
面
に
す
る
意
味

面
を
多
く
す
る
こ
と
は
、
「
神
威
の
高
揚
」
　
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

最
後
に
、
渡
海
信
仰
を
伝
え
る
高
知
県
金
剛
福
寺
の
ご
住
職
の
談
に
よ
る
と
、
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そ
こ
の
本
尊
も
「
三
面
千
手
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
私
は
未
調
査
な
の
で
確

か
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
制
作
は
恐
ら
く
鎌
倉
時
代
以
降
、
室
町
時
代
か
ら

江
戸
時
代
の
可
能
性
も
多
分
に
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、

「
三
面
千
手
」
　
の
形
式
は
十
三
世
紀
か
ら
十
四
世
紀
の
限
ら
れ
た
時
期
に
現
れ

た
特
殊
な
形
式
で
あ
る
と
述
べ
た
前
述
の
意
見
と
組
齢
が
あ
る
よ
う
に
み
え
る

が
、
私
は
そ
の
よ
う
に
は
考
え
な
い
。
何
故
そ
う
で
は
な
い
か
と
言
う
と
、
補

陀
洛
山
寺
の
本
尊
は
確
か
に
熊
野
夫
須
美
神
の
本
地
仏
と
し
て
造
像
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
本
地
仏
と
し
て
の
意
味
が
薄
く
な
り
、
そ
の
特
殊
な

形
式
は
、
む
し
ろ
　
「
渡
海
信
仰
の
特
殊
性
」
と
理
解
さ
れ
て
各
地
に
伝
来
し
た

の
だ
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
渡
海
信
仰
を
背
景
に
し
て
造
像
さ
れ
た

「
三
面
千
手
」
は
、
こ
こ
で
は
除
外
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
5
）
　
「
補
陀
洛
山
寺
千
手
観
音
道
立
考
」
田
村
（
長
田
）
寛
康
『
和
歌
山
地
方
史
の
研
究
』
所

収
　
宇
治
書
店
一
九
八
七
年
六
月
二
七
日

（
6
）
作
品
解
説
「
三
三
　
天
部
立
像
　
補
陀
洛
山
寺
」
田
村
（
長
田
）
寛
康
　
特
別
展
図
録

『
熊
野
も
う
で
』
　
和
歌
山
県
立
博
物
館
一
九
八
五
年
十
一
月
二
日

（
7
）
作
品
解
説
「
木
造
大
山
祇
命
坐
像
・
木
造
天
照
大
神
坐
像
・
木
造
彦
火
々
出
見
命
坐
像

大
神
社
」
鷺
塚
泰
光
『
和
歌
山
県
の
文
化
財
』
第
三
巻
　
清
文
堂
一
九
八
二
年
五
月
一

（
8
）
　
『
那
智
経
塚
通
宝
』
東
京
国
立
博
物
館
　
東
京
美
術
一
九
八
五
年
三
月
三
一
日

（
9
）
　
『
重
要
文
化
財
　
道
成
寺
本
堂
・
仁
王
門
修
理
工
事
報
告
書
』
財
団
法
人
和
歌
山
県
文
化

財
セ
ン
タ
ー
編
　
道
成
寺
一
九
九
一
年
三
月

（
1
0
）
　
『
東
ア
ジ
ア
の
仏
た
ち
』
　
図
版
一
五
六
参
照
　
奈
良
国
立
博
物
館
一
九
九
六
年
四
月

二
六
日
　
（
井
上
一
稔
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）

（
1
1
）
　
註
　
（
3
）
　
の
図
版
一
〇
五
参
照

註（
1
）
　
「
熊
野
畳
茶
羅
囲
考
」
図
2
・
2
2
参
照
　
中
野
照
男
　
『
東
京
国
立
博
物
館
紀
要
』

二
一
巻
一
九
八
六
年
三
月
三
〇
日

（
2
）
聖
議
院
熊
野
里
奈
羅
図
は
、
十
四
世
紀
初
頭
の
制
作
と
す
る
。
（
特
別
展
図
録
『
役
行
者

と
修
験
道
の
世
界
～
山
岳
信
仰
の
秘
法
～
』
　
「
一
八
六
　
熊
野
本
地
仏
畳
茶
羅
図
　
聖
護

院
」
作
品
解
説
　
大
阪
市
立
美
術
館
一
九
九
九
年
九
月
一
〇
日

聖
護
院
熊
野
里
奈
羅
図
は
十
四
世
紀
、
那
智
大
社
熊
野
里
奈
羅
図
は
十
三
世
紀
と
す
る
。

那
智
大
社
の
　
「
西
御
前
結
宮
－
十
一
面
観
音
坐
像
。
」
と
す
る
の
は
、
誤
記
か
。
両
国
の

千
手
観
音
に
脇
面
が
あ
る
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
註
　
（
1
）
　
参
照

（
3
）
　
『
日
本
の
美
術
』
　
三
二
　
「
十
一
面
観
音
像
・
千
手
観
音
像
」
表
五
参
照
　
副
島
弘
道

至
文
堂
一
九
九
二
年
四
月
一
五
日

（
4
）
　
『
国
宝
・
重
要
文
化
財
大
全
』
三
　
彫
刻
（
上
巻
）
　
図
版
一
〇
六
八
～
一
〇
七
二
参
照
一

九
九
八
年
一
月
三
〇
日
　
文
化
庁
監
修
　
毎
日
新
聞
社

（
本
論
考
は
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
二
九
日
に
神
戸
大
学
で
開
催
さ
れ
た
美
術
史
学
会
西
支
部
例
会

で
口
頭
発
表
し
た
も
の
に
、
加
筆
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
質
疑
応
答
に
お
い
て
、
井
上
一
稔

氏
よ
り
資
料
の
紹
介
を
、
根
立
研
介
氏
よ
り
有
意
義
な
ご
教
示
を
い
た
だ
き
、
本
論
を
み
の
り

あ
る
も
の
に
し
て
い
た
だ
い
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
こ
の
場
を
か
り
て

お
礼
申
し
上
げ
る
。
）
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図
1
　
聖
護
院
熊
野
蔓
茶
羅
図
　
（
全
景
）

図
3
　
『
千
眼
千
骨
観
世
音
菩
薩
陀
羅
尼
神
呪
経
』
　
に
説
く
千
手
観
音

図
2
　
同
図
部
分
　
（
熊
野
夫
須
美
神
本
地
仏
二
二
面
千
手
）

図
4
　
補
陀
洛
山
寺
　
千
手
観
音
像
　
（
全
景
）



図6　那智参詣蔓茶羅図（全景）

図7　同園部分
（鳥居の左上にある仏殿が補陀洛山寺、右上にある三社
殿が浜の宮王子）
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図
5
　
同
像
部
分
　
（
左
手
側
脇
面
）

図
8
　
東
京
国
立
博
物
館
　
那
智
経
塚
出
土
御
正
体
　
（
部
分
、
千
手
観
音
頭
部
）


